
報道機関各位

Ⅰ　経緯

Ｈ２２．１１．２６　「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金」を含む平成２２年度国の補正予算成立

Ｈ２３．２．８　平成２２年度さいたま市補正予算（案）可決

Ⅱ　予算（単位：千円）

※平成２３年度予算（案）については、平成２３年２月議会に上程中

Ⅲ　助成ワクチン・対象者等

　(1) ２か月～７か月未満で開始

　 　　　４週間～８週間の間隔で３回

　　　 　１年後に1回追加　　　 　

　(2) ７か月～１２か月未満で開始

　 　　　４週間～８週間の間隔で２回

　　　 　１年後に1回追加　　　 　

　(3) １歳～４歳時で開始

　中学１年生～高校１年生女子

　１回目接種後１か月後、６か月後

計3回

計4回

計１回

  平成２３年度のみ高校２年生女子も実施予定

ヒ
ブ

①インフルエンザ菌ｂ型
②4か月～5歳の細菌性髄膜炎の60～65％
の起因菌である。
　重症感染症として、髄膜炎、肺炎、敗血症
などがあり、後遺症を残す可能性がある。
③約６３，０００人

細
菌
性
髄
膜
炎

 （H22年度の対象期間が短いことによる経過措置）

対象年齢・時期別接種回数

計3回

①細菌・ウイルス　　②特徴　　　③対象人数

①HPV（ヒトパピローマウイルス）
②子宮頸がんの起因ウイルスであり、性行為
により感染する。　HPV感染の多くは一過性
に終わるが、ごく一部では感染が持続し、そ
れに宿主側の因子が絡み合って初めて子宮
頸がんに進展する。
③約２４，０００人
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２２年度 ２３年度

歳入 　８０，２７２ ９６３，２７５

歳出 ３８０，４９２ ２，５４５，１７８

一般財源 ３００，２２０ １，５８１，９０３

子宮頸がん予防ワクチン等の接種費用助成開始について

記者発表資料
平成２３年２月１６日（水）
問合せ先：疾病予防対策課
担当：嘉悦
連絡：８４０－２２１６

平成２３年３月１日から、子宮頸がん予防ワクチン・ヒブ・肺炎球菌ワクチンの接種の費用助成を開始しま
す。所得制限及び自己負担金はありません。

議題１



　(1) ２か月～７か月未満で開始

　 　　　２７日以上の間隔で３回

　　　　 ６０日以上後に1回追加　　　 　

　(2) ７か月～１２か月未満で開始

　 　　　２７日以上の間隔で２回

　　　　 ６０日以上後に1回追加　　　 　

　(3) 1歳時で開始

    　　  ６０日以上の間隔で２回

　(4) ２歳～４歳時で開始

Ⅳ　市民周知

計2回
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計4回
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①肺炎球菌
②4ヶ月～5歳の細菌性髄膜炎の20～25％起
因菌である。
　侵襲性感染症（髄膜炎・菌血症）を引き起こ
す。
　髄膜炎による死亡、後遺症が多い。
③約６３，０００人
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①　さいたま市のホームページ
②　市報さいたま
③　準備ができ次第、順次対象者への個別発送


